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人 口 の う ご き
C2月末日現在)

前月比

人 口 55.295 (+日〉

{男 L8.351 (-171 
女 Z8.944 (+100) 

世帯数.H.Z1Z く+ Z) 
転入 H9 出生 1 00 
転出 460 死亡 36 
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定価一部五円

所行発

的
中
率
が
一

一
倍
に

一
着
と
ニ
着
を
組
で
予
想
す
る

新
し
い
投
票
方
法
を
採
用

四
月
尚
一
節
か
6
、
連
勝
複
式

投
票
法
と
い
う
新
し
い
尚
舟
投
票

方
法
場
採
用
し
ま
す
。
と
の
万
法

は
今
ま
で
の
連
勝
式
に
く
ら
べ
勝

率
を
=
倍
と
し
、
的
中
率
を
多
く

す
る
と
と
に
よ
り
、
健
山下一娯
弾
と

し
て
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
た
め
に

に
設
げ
た
も
の
で
す
。

投
票
す
る
場
合
は
、
一
着
さ
一

着
桂
一
組
と
し
↑
勝
舟
梧
予
想
し

投
票
レ
ま
ず
。

例
え
ば
投
票

υた
舟
券
が
3
1

4
で
あ
っ
た
場
合
3
1
4
で
入
着

し
た
と
斉
は
も
ち
乃
ん
、

4
1
3

と
入
着
レ
た
と
き
で
も
同
額
の
払

戻
金
が
も
月
え
交
す
.

四
月
館
一
節
か
ら
、
開
倒
日
C

1
レ
l
ス
か
ら

6
レ
!
ス
ま
で
に

新
し
い
連
勝
観
式
投
票
法
争
、
ア

レ
l
ス
か
ら
ロ
レ
ー

ス
ま
で
は
従

来
の
連
勝
単
式
投
票
法
で
閉
山
憎
い

た
し
ま
す
。
(
事
業
眼
〉

南川内の市道を整備

三
回
目
の
ソ

l
ク
ワ

ク
チ
ン
を
注
射

ソ
i
ク
ワ
ク
チ
ン
F

注
射
)
に

よ
る
第
三
回
目
の
小
児
マ
ヒ
予
肪

停
種
を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
の
で
必
ず
傾
砲
し
て
く
だ
さ
い

な
お
骸
当
者
に
は
別
途
他
人
通

知
を
し
ま
す
.

〆'1 /1 /1 

市
の
建
設
融
で
は
萱
瀬
同
川
内

の
市
道

uバ
ス
停
留
附
上
の
六
百

二
十
メ
ー
ト
ル
を
整
備
ヲ
る
に
め

側
掃
や
橋
な
ど
の
工
事
を
い
そ
い

で
い
ま
し
た
が
こ
の
ほ
ど
完
成
し

整
備
を
終
り
ま
し
た
。

乙
の
道
路
は
南
川
内
郁
落
の
唯
}

の
道
路
で
三
十
七
年
の
大
雨
L
よ

っ
て
、
路
面
が
洗
い
流
さ
れ
地
元

の
人
々
も
学
生
も
大
変
困
っ
て
い

た
も
の
で
す
.

総
工
費
は
百
三
十
万
円

〆'1 11 11 

(
建
設
蝶
}
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乙
該
当
者

昭
和
三
十
七
年
八
月
に
第
一
回

目
字
、
九
月
に
第
二
問
園
者
絡
了

し
た
も
の
。

ム
実
胞
日
時
・
場
所

一ニ
月
二
十
七
日
{
水
)

竹
松
出
眼
前

一一
一
月
二
十
八
日

(木
)

市
立
病
院

三
向
二
十
九
日
(
金
)

保
険
衛
生
観

時
間
は
い
す
れ
も
一
時
三
十
分

よ
り
一
一
一
時
三
十
分
ま
で

(保
険
街
生
蹄
)

大
村
民
謡
協
会
発
足

総
会
を
開
き
ま
す

と
の
た
び
郷
主
一
民
詔
の
保
存
暑

は
か
る
と
と
も
に
新
民
謡
の
研
究

を
通
じ
て
台
員
相
互

ω制
睦
を
は

か
る
た
め
、
大
村
由
民
謡
舗
会
の
発

足
を
か
ね
て
総
会
を
開
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
ふ
る
っ
て
ご
出
席

く
だ
さ
い
。

ム
日
時
三
月
二
十
五
日
(
月
}

午
後
一
時
J
四
時

心
会
場
中
央
公
民
館
ホ
l
ル

ム
A
E
H
H

市
内
婦
人
と
一
般
総
虫

絶
了
後
、
今
ま
で
講
習
セ
つ
け
た

民
踊
の
練
習
巷
い
た
レ
た
い
と
思

い
ま
す
の
で
、
お
さ
そ
い
あ
わ
せ

の
よ
お
出
か
り
く
だ
さ
い
.

組
側
関
m
A



(才349号) (二)
(毎月 1日.10骨.~ 0日発行)

り大村市 政 だ よ

写
真
上
E
造
成
現
場
で
説
明

い
よ
い
よ
春
と
な
り
新
字
期

が
始
ま
っ
た
り
、
ま
た
花
見
な

ど
で
、
野
に
山
に
ま
た
は
町
に

出
か
け
る
機
会
が
多
く
な
る
時

期
と
な
っ
て
来
ま
し
た
。
県
下

各
所
で
の
交
品
事
故
も
ま
た
増

え
て
い
ま
す
。

事
故
の
原
因
は

ち
ょ
っ
と
し
た
不
注
嵐
が
多
く

き
ま
っ
た
乙
と
場
守
っ
て
さ
え

お
れ
ば
何
C
と
も
な
か
っ
た
よ

う
な
と
と
ば
か
り
で
す
。

昭和i8年 5月20四
昭和33年4月22日第三種郵便物認可

下
H
共
同
防
除
施
設
を
見
学

農遁を見学三浦の開畑工事

人
も
車
も
譲
り
あ
い 国十 名百福重 から国

大
村
市
の
交
通
事
故
ほ
今
年

に
入
り
、
歩
行
者
の
不
注
意
に

よ
る
も
の
、
幼
児
の
監
視
不
充

分
に
よ
る
も
の
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

そ
乙
で
、
市
内
で
一

番
歩
行

者
の
往
来
が
獄
し
く
、
ま
介
最

も
危
槙
な
場
所
で
あ
る
駅
前
通

り
、
本
町
通
り
、
片
町
通
り
、

宮
小
路
商
庖
街
を
右
側
通
行
モ

デ
ル
地
区
仁
指
定
し
、
歩
行
者

の
正
レ
い
右
側
通
行
の
槙
範
地

区
と
し
て
指
導、

育
成
す
る
と

と
に
し
ま
し
た
。

歩
く
と
き
は
、
乙
の
指
定
区
域

に
限
ら
ず
、
正

υい
右
側
通
行

椙
重
地
区
の
か
ん
き
つ
同
志
会

員
約
百
二
十
名
怯
三
月
七
日
貸
切

パ
ス
二
台
に
分
乗
レ
、
市
内
で
み

か
ん
増
植
の
意
欲
旺
盛な一一
一浦
の

み
か
ん
聞
造
成
、
開
畑
工
事
、

農

道
、
共
同
防
除
施
股
な
ど
の
実
施

一

状
況
ぞ
見
学
し
、
地
元
関
係
者
か
一

(電
報
電
話
局
)

ら
そ
の
苦
心
賊
存
間
足
り
、
意
一

TO
i
--=-g
iz--E・g
・

-jazzi
-
-EME--i
i
E・
g
-
'L
E
g
it--zs

見
交
換
な
ど
を
お
乙
な
い
ま
し
た一

一あ
る
人
は
申
請
期
間
中
に
も
れ
な

見
学
者
の
中
か
ら

「国
の
基
本

一

補

充

選

挙

人

名

簿

を

調

製

一く
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

施
策
と
し
て
き
ま
っ
て
い
る
農
業

一

別

表

を

よ

く

読

ん

で

く

だ

さ

い

一

と
く
に
補
充
選
挙
人
名
簿
は
、

構
造
改
善
事
業
と
つ
な
が
る
工
事

一

一登
録
申
請
を
し
な
い
と
名
簿
に
賀

が
市
内
で
す
で
に
乙
の
よ
う
に
お

一
県
議
会
費
世
間
挙
お
よ
び
主
誠
一
人
名
簿
を
、
つ
ぎ
の
寝
領
に
よ
り
一録
さ
れ
ま
せ
ん
の
で
ど
注
意
く
だ

し
す
す
め
ら
れ
て
い

Z
現
実
を
見

一会
議
員
選
挙
に
お
け
る
補
充
輝
挙

一調
製
い
た
し
ま
す
の
で
、
賢
格
が
一さ
い
。

{選
挙
管
瑚
委
員
会
)

て
大
い
に
勉
強
ド
な
U
-ま
し
た
」

と
の
声
払
聞
か
れ
ま
し
た
。

(患
桝
課
)

を
し
車
に
芹
意
レ
、
交
通
事
故

巻
末
然
に
防
止
す
る
よ
う
心
掛

け
ま
し
ょ
う
.

な
お
、
と
く
に
指
定
地
域
商

庖
街
の
万
は
、
自
掠
用
車
、
自

転
車
な
♂
の
駐
車
や
物
件
の
っ

き
出
し
、
前
置
な
ど
に
十
分
と

注
曹
い
た
だ
者
事
故
防
止
に
ど

協
力
く
が
さ
い
.

ヘ

大

村

警

察

署

/

/
大
村
市
交
通
安
全
協
会
)

力~

戸、

料

一OO円

こ
れ
は
銀
行
が

申
込
の
万
に
か
わ

っ
て
架
設
械
用
を

立
替
え
て
吃
払
い

申
込
者
は
そ
の
銀

行
に
周
賦
で
返
情

ず
る
育
法
で
す
。

電話の申込

みは早めに

設
備
料

一O、
0
0
0円

月払いの制度

引く費用

寵
信
電
話
債
券
八
O
、
0
0
0円

計

九
O
、
三
O
O円

A.  c 
債
券
は
十
年
す
れ
ば
払
込
額
の
二

倍
F
一
な
っ
て
戻
っ
て
き
ま
す
。

補
充
選
挙
人
名
径
の
調
製
要
領

. 

請 申 請 申 けなしを請申録登

所場 間期 人いならなばれ

ー一
前午 四H 

人の た人 挙入簿ぶ本選名乙 U 和十 所を定品 年今
八1I寺 四 およ 年でIÝ~ 年八 一の

会選挙県議議員

IJ 

三か

び格あ皆t/'，. 九四丹 た月十ら

格が治鋸資な畳、 十五月H 四ま日 上二十の満才以 三で玄日

っけておまり 理局貫会事務ま

分か 四月

後午五時まら 七で四まH 臼 てつ 現調製在れ生ふでに1'-ー 人 村市大に

の

場口

畳録れも つの基人昭(住に
で間

すた
t主

分か ま日四月

び格があ賢畳録格皆i挙f議人名簿古E 本十四以村市年今
役所i-p 

議市午ら で こ お選挙人簿名 日上のにの
の

後五時ま前ハ午F時問日、主か日
てフがなか 生れでにま闘和人( 定め住所を ニ十ー三月

選主挙員
各

張所出
登つよ十

で 四ら

れ揖も た人)弱罫5にt21充挙び補選 た人)年八ニた満 でま臼
の)月

」場口:.. 
コ十 のお で四月十才大に
十四 人よ 基二

注
意

申
請
期
間
が
過
ぎ
ま
す
と
、
ど
ん
な
理
由
が
あ
っ
て
も
申
請
書
の
交
付
は

絶
対
に
で
き
ま
せ
ん
の
で
と
く
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。


